	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	令和元年
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	第９回（定例会）東かがわ市教育委員会議
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	会議録
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


令和元年８月２６日（月）

	出席構成員

	

	東かがわ市教育長
	竹田　具治

	委員（教育長職務代理者）
	向山　正裕

	委員
	大久保　尚子

	
	山本　勝博

	
	樫原　文子

	欠席構成員

	

	
	

	説明のため会議に出席した者の職氏名

	

	学校教育課長
	中川　敬彦
	生涯学習課　副主幹
	小西　圭司

	生涯学習課長
	中川　晃代
	生涯学習課　副主査
	萩野　憲司

	子育て支援課長
	川田　真一
	子育て支援課　副主幹
	六車　憲二

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	子育て支援課　副主幹
	丸山　克己

	学校教育課　副主幹
	岸本　禎
	
	

	学校教育課　主査
	福島　佳代
	
	

	学校教育課　主任主事
	土井　直樹
	
	

	職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	
	

	会議録署名人

	教育長　竹田　具治、委員　樫原　文子

	事務局担当書記
	学校教育課　副主幹　水口　由美子

	【特記事項】　傍聴人：０人
	
	
	
	
	


議　事　日　程

	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	令和元年8回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	議案
	第１号
	東かがわ市子どものための教育・保育に関する利用者負担額等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

	日程第６
	議案
	第２号
	東かがわ市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

	日程第７
	議案
	第３号
	令和元年度9月議会定例会提出「令和元年度教育関係補正予算」について

	日程第８
	議案
	第４号
	教職員の働き方改革プランについて

	日程第９
	報告
	第１号
	令和元年度（平成30年度対象）東かがわ市教育委員会の事務の点検及び評価について

	日程第10
	報告
	第２号
	夏休みイベント実績報告について（生涯学習課）

	日程第11
	報告
	第３号
	夏休み勉強合宿in東かがわwith寺子屋実施報告について

	日程第12
	報告 
	第４号
	区域外就学者の報告について


【議　事　内　容】

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後　１時３０分　開会）

■日程第１　会議録署名委員の指名について

　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、樫原委員を指名。

■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。

<質疑>

○　委員　　　　　１日で了承。

■日程第３　令和元年第８回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

　学校教育課長から会議録について説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、８月（７月２７日から８月２６日）に出席した行事等について報告。

　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>

○　特になし。

■日程第５　議案　第１号　東かがわ市子どものための教育・保育に関する利用者負担額等を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とする。

子育て支援課　六車副主幹が説明。

<質疑>

○　向山委員　　　　「教育・保育給付認定保護者」と改正前の「支給認定保護者」はどう違うのか教えて下さい。

○　川田課長　　　　国から用語の変更がありました。

○　向山委員　　　　国が変更したということですか、対象が変わるのではなくてですか。

○　教育長　　　　　国の改正によるものです。

○　川田課長　　　　もう一点、ここには預かり保育だけしか書いていませんが、条例施行規則で、3歳以上の無償化と未満児、0から2歳児についても、低所得非課税世帯に対しては無償の対象になります。その時に、教育、保育の有無だけで、今までは、例えば2号で保育所にいた子どもは、副食費も保育料に入っていましたが、それは外に出して徴収するということになりました。あわせて年収360万円未満の世帯に関しては、副食費の免除というのがございまして、これも今後、給食センターからいただきますが、221円のうち主食費だけは免除ということになり、今年度だけは国から補助をいただけますので、今年度のみ子育て支援課から給食センターに支払うということになりました。主食費の分だけを集めるということになります。

○　教育長　　　　　来年度から事業として制度ができるんでしょうか。

○　川田課長　　　　私立との調整が必要です。

○　教育長　　　　　国からのお金が出ると言うのが前提ですね。

○　川田課長　　　　公立は来年度から補助がないので。交付税措置だということです。

■日程第６　議案　第２号　東かがわ市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とする。

子育て支援課　六車副主幹が説明

<質疑>

○　向山委員　　　　特定地域型保育事業についての説明をもう少し詳しくしていただきたいんですが。

○　川田課長　　　　特定地域型保育とは20人以下の施設になりまして、例えば山間部や離島になる場合、小さい園だけでは友達関係も少ないので、大きい施設ともっと交流しなさいということで出来ない場合もありますのでそういった場合の緩和ということです。

○　山本委員　　　　これで子育て支援がしやすくなるということですか。

○　川田課長　　　　全国的にもこういった動きになっていきます。

■日程第７　議案　第３号　令和元年度９月議会定例会提出「令和元年度教育関係補正予算」についてを議題とする。

生涯学習課　中川課長　子育て支援課　六車副主幹が説明

<質疑>

○　特になし。

■日程第８　議案　第４号　教職員の働き方改革プランについて
学校教育課　岸本副主幹が説明。

　

<質疑>

○　岸本副主幹　　　33ページの東かがわ市教職員1月当たりの勤務時間のところを時間外勤務と追記させていただきますのと、36ページの4番ひとつ目、保護者、地域の方々を地域住民に変更させていただきます。

○　教育長　　　　　ご指摘のあったところを修正し、教職員の働き方改革プランとして来月から周知して実施していくということでよろしいでしょうか。

○　委員　　　　　　はい。

■日程第９　報告　第１号　令和元年度（平成30年度対象）東かがわ市教育委員会の事務の点検及び評価についてを議題とする。

学校教育課　福島主査が説明

<質疑>

○　向山委員　　　　3ページの１、保護者負担の軽減の観点から、入学時における各種の教材の学校付けなどを検討していただきたい。とありますが、これは保護者の労力なのか、お金なのか具体的にはどういうことでしょうか。予想するのは算数セット等ではないかなと思いますが。それと5ページ、重点施策の家庭教育学級事業の実施内容のところで、ユニバーサルまな板を作成とありますが、これがどんなものなのか教えて下さい。

36ページ、食育推進事業の今後の取り組みで2行目、栄養管理を実践するために、クラス単位で給食栄養量の過不足を調整していくとありますが、イメージとしては、幼・小・中のことなのか、幼稚園のことなのかどちらでしょうか。

56ページ3行目、利用者のマナー向上とは具体的にどんなことがあるのか。それに対しての啓発などはどんなことをしていたのか教えて下さい。

20ページ、平成30年度の実施内容の下から5行目、年間34回の授業を実施したとあるがこれは活動を実施した等の言い方がいいかと思います。

21ページ、外国に親しむ事業の事業内容のところで、英会話や文化の違いを体感するとあるが、これはレベルが高すぎるのではないかと思います。なぜなら、今後の取り組みのところで、「英語に親しみ楽しめるもの」とあるので、内容も「楽しむことができる」としておいた方がよいのではないでしょうか。

43ページの教員配置事業の今後の取り組みのところで、白鳥小学校に市費講師をそれぞれ1名とありますが、それぞれはいらないと思います。

○　山本委員　　　　今後の取り組みのところが実施内容になっているので、これは変えるべきでないかと思います。

○　中川課長　　　　それぞれを削除し1名配置するとします。

○　向山委員　　　　56ページの3行目、マナーの向上とはどんなところを指しているのか教えて下さい。

○　中川課長　　　　まず、3ページの点検評価の総括のところでございますが、入学時における各種の教材学校付けで、先程も出ました算数セット等と言う言葉もでております中で、保護者負担もかなりかかります。例えば算数セットであれば数千円します。2年間くらいしか使わない物は学校付けにして学校で用意していただければ保護者負担も減るだろうというご意見のなかで動いております。学校教育課の中でいろいろな教材を確認し、保護者負担が軽減出来る物は学校付けにしていく必要があるのではないかと考えております。

○　教育長　　　　　個人で買う必要がないと思う物もありますので、そういう所を見直して、軽減負担をしていこうというものです。

○　向山委員　　　　入学時のお祝いとして、防災ずきんに変わったんですか。

○　中川課長　　　　はい、そうです。

○　中川課長(生涯

学習課)　　　　 5ページのユニバーサルまな板ですが、プラスチックのような半透明のまな板です。裏表で野菜や肉を切り分けて使えるものです。それに家庭教育のロゴを入れた物を配布させていただきました。

図書館のマナーについては、テスト発表の期間は中高生が多く来館し、勉強に来ている生徒と雑談をしてしまう生徒がおり、室内でうるさくしてしまうこともあるということで、私語をしてはいけない所と少々はかまわない所の使い分けが出来ない人がいます。注意喚起で貼り紙はしていますが、利用者のマナーをもう少し向上出来るようにしてもらいたいという意見が出ました。勉強に来ている人が集中できず帰ってしまったこともあり、ご意見をいただきました。

○　中川課長　　　　20ページ下のHi-Ecですが、登録者20名、年間34回の授業を実施した。とありますが、年間34回活動を行ったに変更いたします。

21ページ、英会話や文化の違いを体感する。については子育て支援課長よりご説明します。

○　川田課長　　　　英会話や文化の違いを体感するは、楽しむことが出来るに変更いたします。

○　中川課長　　　　36ページ、クラス単位で給食栄養量の過不足を調整していく。については、栄養士のほうで、クラス単位の体力や個人ごとのデータをもとに、クラスごとで量を決めたり、しているようです。

○　向山委員　　　　それは小学校も中学校もですか。

○　中川課長　　　　はい、小・中全ての学校でクラスに合わせ、残量等も見ながらきめ細やかな対応をしています。

43ページの教員配置事業の今後の取り組みのところで、白鳥小学校の市費講師を1名配置し、各1名配置するということで訂正させていただきます。

○　教育長　　　　　一番下の行で、各校の教育目標の達成や教育課題の改善に向けて、それぞれの市費講師を配置する。としたらどうですか。

○　中川課長　　　　見直します。

○　山本委員　　　　3ページの２番、各学校にタイムカードなどが設置されているが、今後どのようにこれを活用するのか市としての統一方針を検討し教育の充実を図っていただきたい。とありますが、昨年は、タイムレコーダーが各校に設置されたと聞いています。管理職がそのデータをチェックし、より具体的な改善方法を検討する資料になるようにとありましたが、30年度管理者がデータをチェックしたのかどうかお聞きしたいと思います。

○　中川課長　　　　現状としては、細かいチェックまでは至っておりません。調査はしておりますが、一人ひとりがどう動いているのかまではチェックはできていません。今は、学校の先生の意識改革がメインになってきます。そのなかで、タイムカードを設置することによって意識改革と今度はもう一度調査し、時間外、勤務時間の多い方にはきちっとしたフォロー支援策を考えていかなければならないと思います。

○　山本委員　　　　14ページの心のサポート活動事業の、今後の取り組みで、学校によっては心のサポート相談員との連携に課題が見えたところがあったので、学校との連携に重きをおき、学校と家庭とは別の存在として子どもが活動しやすい体勢作りに力を入れるとありますが、この心のサポートというのは家庭との連携は必要なんですよね。これは別の存在として考えればいいのかと思いますがどうでしょうか。

○　教育長　　　　　個別の事例をイメージして書いてあると思いますが。

○　山本委員　　　　39ページのこどもSOSの関係ですが、令和2年の4月1日から白鳥小・中学校がスタートしますが、白鳥中学校区のこどもSOSの対象の方々の見直しはされていますか。

○　中川課長(生涯

学習課)　　　　　　　今後、見直しをかけていく予定です。

○　大久保委員　　　5ページの家庭教育学級で、今後の取り組みの、開催日程や時間帯によっては参加出来ない保護者に対してということが書いてありますが、来年度からは学校の数も少なくななるので、同じテーマで各学校実施するのであれば、自分の子どもが通っている学校以外でも参加出来るような、市内全体で行ける時間を自分で選べるような工夫があってもいいのではないでしょうか。

44ページの就学奨励費支給事業で伺います。特別学級に通っている保護者の方に援助するということで、負担というのは経済的な面と他に特別にかかるようなことが何かあるんでしょうか。

○　中川課長　　　　就学援助につきましては、それぞれ生活保護、要保護者、準要保護、生活保護に同等するような生活困窮者、いわいる低所得者の援助ということでそれぞれ就学費とか学用品費、ここらの援助をしています。

○　大久保委員　　　分かりました。

○　中川課長(生涯

学習課)　　　　 家庭教育学級ですが、基本的に家庭教育学級は各学校にプログラム、内容ともに決めていただいております。ただ、平日に開催するとどうしても仕事の都合で来られない方もいます。開催日時等は学校に考慮していただいています。年に1回程度は講演会等も計画していますので、より多くの方に聞いていただけるような内容で実施出来ればと考えております。

○　山本委員　　　　45ページ、奨学金貸付事業を見直す話があったと思いますが、今後の取組みの中には滞納額の減少の事のみで、制度の見直しはどうなっていますか。

○　中川課長　　　　今の奨学金制度が、子育て制度の中でどう動いていくか、これが近々の課題になってこようかと思います。現在、検討しているところです。

○　樫原委員　　　　3ページ、保護者負担の軽減の観点から、入学時における各種教材の学校付けというのがありましたが、例えば鍵盤ハーモニカの購入は各学校によって違います。1年生の時に必ず購入する学校と備品で備えておいて、ホースだけを購入する学校があります。金額も6,000円あまりするのでどうするのか保護者も気にしていると思います。やはり楽器ですので一人一台持って自分の楽器として大事に使ってほしいという気持ちもありますが、保護者によってはそんなに使わないのにもったいないというご意見もあると思います。今後、そのあたりの調整もしていただきたいと思います。

○　中川課長　　　　保護者が負担をしている品目は沢山あります。学校に置ける物は学校で備えておけばよいと思います。ただ、どうしても自分は新しい物がいいという家庭もあると思いますので、その場合は購入していただくような体制作りをしておけばよいと思います。

他にも、例えば寄付を募るのもひとつだと思います。使用しなくなった物をいただいて、それが使えるのであればそれを使えば保護者負担の軽減に繋がるのではないかと思います。

○　教育長　　　　　今年は来年の予算に向けて検討していく予定にしていますので、負担軽減ができたらいいかと思います。

■日程第10　報告　第２号　夏休みイベント実績報告について（生涯学習課）
日程第11　報告　第３号　「夏休み勉強合宿in東かがわwith寺子屋」実施報告について
生涯学習課　萩野副主幹　小西副主幹　学校教育課　岸本副主幹が説明

　

<質疑>

○　特になし。

■日程第１２については非公開とする。
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